
共 生 の

　 心 一 つ に

　 　 町 光 る

　

女
性
部
主
催
の
秋
の
行
事
が
一

斉
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

☆　

女
性
部
研
修

　

�

九
月
十
四
日
（
月
）
和
菓
子
作

　

り
と
抹
茶
席
。
三
十
一
人
参
加

☆　

柿
橋
ブ
ロ
ッ
ク
・
ミ
ニ
サ
ロ
ン

　

九
月
二
十
八
日
（
月
）

　

�
那
須
烏
山
の
洞
窟
酒
蔵
、
龍
門

の
滝
、
山
あ
げ
会
館
。

　

四
十
四
人
参
加

☆　

女
性
部
料
理
講
習
会

　

十
一
月
五
日
（
木
）

　

�

高
齢
者
の
食
事
学
（
配
食
弁
当

の
作
り
方
）
二
十
四
人
参
加

☆　

�

南
友
部
ブ
ロ
ッ
ク
「
対
話
と
食

事
会
」

　

十
一
月
十
四
日
（
土
）

　

二
十
八
人
参
加

　

初
め
て
訪
れ
る

地
に
思
い
を
馳
せ

る
。「
歴
史
を
学

ぶ
」
の
参
加
者

三
十
余
名
は
、
訪

問
先
に
関
わ
る
お

話
に
聴
き
入
る
。

講
師
は
お
な
じ
み

の
南
秀
利
先
生
。

優
し
い
語
り
口
に

心
和
む
。
一
行
を

乗
せ
た
バ
ス
は
、

一
路
東
北
道
を
南

下
し
、
熊
谷
市
妻

沼
に
到
着
し
た
。

　

雨
の
中
を
「
妻

沼
聖
天
山
」
へ
向

か
う
。
広
々
と
し

た
境
内
は
樹
が
茂

り
、総
門
（
重
文
）

か
ら
仁
王
門
へ
真
っ
す
ぐ
に
続
く

参
道
は
清
々
し
い
。
寺
院
と
い
う

よ
り
神
社
の
趣
が
漂
う
た
た
ず
ま

い
。
こ
こ
は
「
埼
玉
の
日
光
」
と

称
さ
れ
夙
に
知
ら
れ
る
名
所
。
近

年
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
当
山
の

白
眉
「
御
本
殿
」
は
、
左
甚
五
郎

ら
の
手
に
成
る
三
方
の
透
塀
（
玉

垣
）
彫
刻
が
、
細
や
か
に
様
々
な

情
景
を
表
現
し
て
見
事
。
創
建
当

初
（
安
永
八
年
）
の
色
彩
は
華
麗

に
甦
り
、
本
家
日
光
と
見
ま
が
う

ほ
ど
。
生
憎
の
天
候
も
物
か
は
、

工
芸
美
術
の
精
緻
に
時
間
の
経
つ

の
も
忘
れ
、
暫
し
見
入
る
。

　

続
い
て
利
根
川
に
近
い
「
荻
野

吟
子
記
念
館
」
へ
向
か
う
。
生
誕

地
は
史
跡
公
園
に
な
っ
て
お
り
、

長
屋
門
を
模
し
て
建
て
ら
れ
た
館

内
で
は
、
女
性
の
人
権
が
低
か
っ

た
明
治
初
期
、
立
ち
は
だ
か
る
差

別
と
戦
い
、
幾
多
の
困
難
を
も
克

服
し
、
近
代
日
本
初
の
女
性
医
師

と
な
っ
た
偉
人
を
回
顧
で
き
る
。

彼
女
の
不
屈
の
精
神
と
大
い
な
る

愛
に
感
銘
を
覚
え
ず
に
は
お
れ
な

い
。
因
み
に
渡
辺
淳
一
著
「
花
埋

み
」
は
彼
女
の
生
涯
を
丁
寧
に
描

い
た
名
作
。
天
空
を
仰
げ
ば
「
荻

野
吟
子
」
と
命
名
さ
れ
た
小
惑
星

が
在
る
の
も
、
ま
た
楽
し
い
。

　

奇
し
く
も
旧
妻
沼
村
が
下
総
古

河
藩
領
だ
っ
た
と
知
れ
ば
、
郷
土

愛
を
覚
え
誇
ら
し
く
な
る
。
本
県

か
ら
も
遠
か
ら
ぬ
地
、
友
人
知
人

に
お
勧
め
の
思
い
で
帰
路
に
着
い

た
初
秋
の
一
日
で
あ
っ
た
。

　

十
一
月
一
日
（
日
）
に
第

二
十
九
回
柿
橋
総
区
運
動
会
が
柿

橋
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

　

第
十
三
回
東
支
部
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
柿
橋
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
十
一
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
、

小
寒
い
風
の
中
、
一
一
三
人
が
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
上
位
入

賞
者
は
左
記
の
通
り
で
す
。

優
勝
：
松
田
一
郎
（
香
友
会
）

二
位
：
野
上
雄
三
（
き
ら
く
の
会
）

三
位
：
野
上
洋
子
（
き
ら
く
の
会
）

た
。
前
日
ま
で
の
雨
が
上
が
り
、

爽
や
か
な
青
空
の
下
、
幼
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
約
六
百
人
の
区
民
が

様
々
な
種
目
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し

み
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

発行日

発 行

編 集

印 刷

平成 27 年 12 月 24 日

笠 間 市 社 協 東 支 部

広 報 委 員 会

有限会社 テクノプラン

第 13 8 号

妻沼聖天山

柿橋運動会 上位入賞者

柿橋ミニサロン　龍門の滝 和菓子作りと抹茶席

配食弁当の作り方南友部　対話と食事会

西飯田　髙橋  黎冶

柿
橋
運
動
会
開
催
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催



　

今
年
も
社
協
東
支
部
の
各
地
区

で
敬
老
会
が
一
斉
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

南
友
部
：
十
月
十
七
日
（
土
）

宮
前
・
鴻
巣
：
十
月
十
七
日
（
土
）

柿
橋
：
十
月
十
一
日
（
日
）

柿
橋
団
地
：
九
月
二
十
七
日
（
日
）

五
平
：
十
月
四
日
（
日
）

　

敬
老
会
の
対
象
者
は
東
支
部
全

体
で
八
六
九
人
と
な
り
、
昨
年
よ

り
約
十
一
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
全
体
で
二
八
七
人
と

約
三
十
％
の
出
席
率
と
な
り
ま
し

た
。

　

敬
老
会
で
は
、
お
祝
い
の
昼
食

と
と
も
に
、
長
寿
者
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
各
地
区
で
工
夫
を
こ
ら
し

た
催
し
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

澄
み
き
っ
た

秋
空
の
十
月
中

旬
、
古
山
に
お
住

ま
い
の
白
土
さ

ん
宅
へ
伺
い
ま

し
た
。
和
服
姿

に
姿
勢
を
正
さ

れ
笑
顔
で
暖
か

く
迎
え
て
下
さ

い
ま
し
た
。
若
々

し
い
お
姿
に
驚

き
ま
し
た
。
離
れ

の
お
稽
古
場
へ

案
内
さ
れ
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

稽
古
場
は
御
主

人
の
助
け
が
あ
り
リ
フ
ォ
ー
ム
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
子
供
の
頃
か

ら
踊
り
が
大
好
き
で
母
親
の
勧
め

で
お
稽
古
に
通
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
結
婚
後
、
三
人
の
お
子
さ
ん
に

恵
ま
れ
、
子
育
て
家
事
を
し
な
が
ら

近
隣
の
方
達
と
踊
り
を
通
し
絆
を

深
め
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
、
昭
和

四
十
九
年
茨
城
国
体
が
開
催
の
際
、

開
会
式
に
初
め
て
公
の
場
へ
参
加

し
感
動
し
た
そ
う
で
す
。

　

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
、
水
戸
市

民
会
館
、
各
地
域
の
発
表
会
へ
幾

度
と
足
を
運
び
、
ま
た
老
人
ホ
ー

ム
や
施
設
へ
訪
問
し
大
勢
の
方
か

ら
暖
か
な
拍
手
と
感
謝
の
言
葉
や

笑
顔
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も

是
非
待
っ
て
い
ま
す
と
お
話
が
あ

り
、
近
い
う
ち
に
訪
ね
て
行
く
そ

う
で
す
。

　

今
日
迄
好
き
な
事
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
の
は
、
家
族
の
協
力
、
そ

し
て
御
主
人
の
理
解
と
強
い
後
押

し
の
お
陰
と
感
謝
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
稽
古
の
合
間
生
徒
さ
ん
達
と

の
お
し
ゃ
べ
り
が
楽
し
い
時
間
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

数
年
前
か
ら
健
康
と
体
力
づ
く

り
の
為
、
週
二
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
へ
御
主
人
と
出
か
け
楽
し
さ

が
増
え
た
そ
う
で
す
。
前
向
き
な

姿
勢
と
秘
め
た
る
芯
の
強
さ
が
何

十
年
も
踊
り
一
途
、
夢
や
希
望
を

与
え
ら
れ
た
お
姿
に
感
動
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し

踊
り
続
け
て
下
さ
い
。

（
聞
き
手　

深
谷
）

　

十
月
二
十
四
日
（
土
）
に
開
催

さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
に
東

支
部
は
バ
ザ
ー
で
出
店
し
ま
し

た
。
今
年
の
会
場
は
友
部
公
民
館

の
庭
で
昨
年
よ
り
狭
く
、
店
舗
が

ぎ
っ
し
り
並
び
、
来
場
者
で
ご
っ

た
返
し
て
い
ま
し
た
。
販
売
開
始

の
合
図
で
お
客
様
が
な
だ
れ
込

み
、
見
る
見
る
内
に
商
品
が
さ
ば

け
ま
し
た
。

一
、
敬
老
会
の
記
事

　

柿
橋
団
地
の
敬
老
会
の
扱
い
に

不
備
が
あ
り
ま
し
た
。

☆�

第
一
三
十
号
（
平
成
二
五
年

十
二
月
発
行
）：
開
催
日
は
記

載
し
ま
し
た
が
、
写
真
の
掲
載

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

☆�

第
一
三
四
号
（
平
成
二
六
年

十
二
月
発
行
）：
開
催
日
、
写

真
共
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

二
、�

シ
リ
ー
ズ
記
事
「
我
が
町
の
自

主
防
災
は
（
第
七
回
）」

　

都
合
に
よ
り
休
載
い
た
し
ま
す
。

　

連
日
35
度
を
越
え
る
猛
暑
で
は

全
国
で
救
急
搬
送
者
が
二
万
人
以

上
、
死
者
25
人
、
ま
た
県
西
地
区

で
は
半
世
紀
以
来
の
水
害
と
自
然

災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
体
験
し
た
夏

で
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
委
員
一
同
は
多
く
の
情
報
、

話
題
を
皆
様
に
お
届
け
出
来
ま
す

よ
う
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。（
市
川
）バザー出店

編
集
あ
と
が
き

宮前・鴻巣 南友部

五平柿橋団地

柿橋

敬
老
会
・
各
地
区
で
開
催

ふ
る
さ
と
祭
り

バ
ザ
�
賑
わ
う

ふ
る
さ
と
祭
り

バ
ザ
�
賑
わ
う

お弟子さん達と（前列　中央）

広
報
委
員
会
か
ら
の
お
詫
び


